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論文内容要旨
【背景】
近年,医師不足の問題を背景に,医師の労働実態,特に,医師の診療時間や業務について把握し
ょぅとする機運が高まっている｡我が国で行われた調査を振り返るとI 1996年に行われたビデオに
ょる調査以来,実測調査は報告されていない｡また,近年報告された調査結果はすべてアンケート
調査によるものであり,これまでアンケート調査の正確性に関する知見は示されていないo
【目的】
本研究は,外来診療と病棟診療での実測調査によって, ①医師が患者と直接対面して診療してい
る時間の占める割合, ②患者1人当たりの診療時間, ③患者と直接対面して診療しているときに行
ゎれている診療行為･作業の頻度を明らかにするとともに,同じ対象者に対してアンケート調査を
同時に行うことで,アンケート調査の正確性に関する知見を得ることを目的としたo
【方法】
宮城県内の外科を標梼し,救急告示を受け,臨床研修指定を受けている3病院に勤務する外科医
16人を対象に,平日の日中(9時から16時まで)における外来診療と病棟診療の診療時間につい
て計測員による1対1の直接観察法による実測調査を行った(すべて男性, 31-59歳,平均年齢
44.6歳)｡さらに,このうち2病院の医師10人に対してアンケート調査を同時に行い,外来診療時
間と病棟診療時間の自己申告値を実測値と比較した(すべて男性, 31-56歳,平均年齢42･1歳)o
【結果】
外来診療では,患者と直接対面した時間は64･3%を占め,病棟(病室及びナースステーション)
では38.8%を占めた｡外来診療における患者1人当たりの診療時間は,直接対面あり6･3分,直接
対面なし3.5分,合計9.9･分であった｡病棟診療では,直接対面あり1･7分,直接対面なし2･9分,
合計4.6分であった｡外来診療において患者との直接対面診療で実施されていた医療行為の頻度と
しては,説明94.4%,問診77.7%,身体診察64･7%,創部消毒･処置6･1%の順に多かったo事務作
業としては,記録･データ確認72･4%,コンピュータ操作61･0%･紙カルテ記入57･9%,伝票･書
類作成25.3%の順に多かった｡病室での診療においては,問診72･6%,説明56･8%,身体診察41･1%･
創部消毒･処置16.8%の順に多く,事務作業は少なかった(記録･データ確認3･4%,伝票･書類作
成0.3%,紙カルテ記入0.3%,コンピュータ操作なし)o外来診療と病棟診療の時間について,アン
ケート調査による自己申告値と実測値を比較すると,両者に大きな違いはなかった｡
【結論】
実測調査によって, ①患者と直接対面して診療している時間の占める割合, ②患者1人当たりの
診療時間, ③患者と直接対面して診療しているときに行われている診療行為･作業の頻度が判明し
た｡これらの指標は,医師の労働実態を評価し,効果的な対策を検討する上で有用な指標になるも
のと考えられた｡また,外来診療と病棟診療の診療時間については･アンケート調査によって正確
に把握できる可能性が示唆された｡
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近年,医師不足の問題を背景に,医師の労働実態,特に,医師の診療時間や業務について把握しようとする
機運が高まっている｡しかし,我が国で行われた調査を振り返ると, 1996年に行われたビデオによる調査以
莱,実測調査は報告されていない｡また,近年報告された調査結果はすべてアンケート調査によるものであり,
これまでアンケート調査の正確性に関する知見は示されていない.
本研究は,宮城県内の外科を標梼し,救急告示を受け,臨床研修指定を受けている病院に勤務する外科医を
対象に,平日の日中における外来診療と病棟診療の診療時間について計測員による1対1の直接観察法によ
る実測調査を行い,また,同じ対象者に対してアンケート調査を同時に行い,外来診療時間と病棟診療時間の
自己申告借を実測値と比較した｡実測調査によって, ①患者と直接対面して診療している時間の占める割合,
②患者1人当たりの診療時間, ③患者と直接対面して診療しているときに行われている診療行為･作業の頻度
が判明した｡また,外来診療と病棟診療の診療時間について,アンケート調査による自己申告値と実測値を比
較すると,両者に大きな違いはなかった｡
以上の結果から,本論文では,実測調査によって診療時間や診療行為の頻度を明らかにすることは,医師の労
働実態を評価し,効果的な対策を検討する上で有用であり,外来診療と病棟診療の診療時間については,アン
ケート調査によって正確に把握できる可能性が示唆された,と結論している｡
本研究は,医師の診療時間と業務について,直接観察法による実測調査の具体的な方法とその測定結見アン
ケート調査と実測調査との比較結果を示し,実測調査及びアンケート調査の有用性と限界を示したo医師の労
働実態については,社会的にも大きな問題となっているが,これまで十分に検討されていないテーマであり,
今後の調査･研究の発展に有用なデータを提供した点で意義がある｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と霞める｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と静めるo
学力確報結果の要旨 
平成22年2月3日,審査委員出席のもとに,学力確認のための試問を行った結果,本人は医学に関する 
十分な学力と研究指導能力を有することを確認した○ 
なお,英学術論文に対する理解力から見て,外国語に対する学力も十分であることを認めたo 
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